





























































夐我將遊東方	 	 下平１０陽	 夐（はる）かに我將に東方に遊ばんとす
嘉世網之俄解兮		 	 	 世網の俄かに解けるを嘉し
樂懸弧之有祥	 	 下平１０陽	 懸弧の祥有るを樂しむ
父抃舞以勵我兮		 	 	 父は抃舞（べんぶ）して以て我を勵まし
母歡欨以治装	 	 下平１０陽	 母は歡欨（くわんく）して以て装を治む
惟丙寅陽月吉兮		 	 	 惟れ丙寅の陽月吉
甲之鼂我以行	 	 下平１１唐	 甲の鼂（あさ）我れ以て行く
僕揚揚以策馬兮		 	 	 僕は揚揚として以て馬に策（むちう）ち
揖故山以出疆	 	 下平１０陽	 故山に揖して以て疆を出づ
趠豐城而縱柂兮		 	 	 豐城を趠（こ）えて柂（かぢ）を縱（と）り
硯海波風盪航	 	 下平１１唐	 硯海の波風に航（ふね）を盪（こ）ぐ
踵穴門遂觀周兮		 	 	 穴門を踵みて遂に周を觀
謁我師于徳城	 	 下平１４清	 我が師に徳城に謁す
故舊雲集餞予兮		 	 	 故舊雲集して予に餞し
戛古琴振正聲	 	 下平１４清	 古琴を戛（う）ちて正聲を振ふ
行色壯氣成虹兮		 	 	 行色壯氣虹を成し
篙小瀬蹈藝陽	 	 下平１０陽	 小瀬に篙（さを）して藝陽を蹈む








































































廻廣陵之城樓兮		 	 	 廣陵の城樓を廻り
蹀三備之陸續	 	 入聲３燭	 三備の陸續たるを蹀（ふ）む
薇公邈不可追兮		 	 	 薇公は邈（はる）かにして追ふべからざるも
欽芳烈之舊俗	 	 入聲３燭	 芳烈の舊俗を欽（つつ）しむ
盛平田之校獵兮		 	 	 平田の校獵を盛んにし
美君子之儒學	 	 入聲４覺	 君子の儒學を美（よみ）す
歌甘棠于上道兮		 	 	 甘棠を上道に歌ひ
奏豳風于伊福	 	 入聲１屋	 豳風を伊福に奏す
心淰躍其如沐兮		 	 	 心は淰躍（せんやく）して其れ沐するが如く
覺肺肝之化玉	 	 入聲３燭	 肺肝の玉と化するを覺ゆ
遵姫路而覽古兮		 	 	 姫路に遵ひて古へを覽（み）
有感先公之芳躅		 入聲３燭	 先公の芳躅に感ずる有り


















































須摩浦平郎碣兮		 	 	 須摩の浦平郎の碣
村雨松風互引車		 下平９麻	 村雨松風互ひに車を引く
雲隱隱以駕龍兮		 	 	 雲隱隱として以て龍を駕し
靈洋洋其如花	 	 下平９麻	 靈洋洋として其れ花の如し
拜楠將于湊川兮		 	 	 楠將を湊川に拜し
















亶聖帝之古墟兮		 	 	 亶（まこと）に聖帝の古墟にして
控萬邦于海口	 	 上聲４５厚	 萬邦を海口に控（おさ）ふ
横八百之長橋兮		 	 	 八百の長橋を横たへ
簇四萃之鷁首	 	 上聲４４有	 四萃の鷁首（げきしゅ）を簇（あつ）む
搉列侯之租税兮		 	 	 列侯の租税を搉（もっぱ）らにし















從城壕而迴靶兮		 	 	 城壕に從ひて靶（たづな）を迴らし
愕豐臣氏之爲豪		 下平６豪	 豐臣氏の豪爲るに愕（おどろ）く
棹淀川於明月兮		 	 	 淀川に明月に棹さし
逮伏見於殘宵	 	 下平４宵	 伏見に殘宵に逮ぶ
招桃原之遁仙兮		 	 	 桃原の遁仙を招き
求梅塢之花妖	 	 下平４宵	 梅塢の花妖を求む
拉高僧于深艸兮		 	 	 高僧を深艸に拉（ひ）き
賽御香之神皐	 	 下平６豪	 御香の神皐を賽（まつ）る
敲黄檗與平等兮		 	 	 黄檗と平等を敲き
浴菟道以翔 	 	 下平６豪	 菟道に浴して以て翔 す
慨英武之血戰兮		 	 	 英武の血戰を慨すれば
宇川激波怒號	 	 下平６豪	 宇川の激波に怒號
［語注］
愕豐臣氏之爲豪　字余りであるが、徳川氏が滅ぼした豊臣氏の巨大さを強調することになる。当時と
して特に問題はないのだろうか。待考。
伏見　琵琶湖から大阪湾に注ぐ川に開かれた河川港。京都と大阪を船で結ぶ要衝。
招桃原之遁仙　注本に「用武陵溪故事」とある。武陵の人が訪れた桃源郷の故事か。注本に「桃山也」
ともある。桃山は伏見の地名。実際の地名を元に桃源郷の故事を使ったものであろう。
求梅塢之花妖　注本に「用羅浮山故事」とある。ある人が羅浮（広東省）の梅花村に滞在し、夢で梅
花の精に会ったという故事が柳宗元『龍城録』にある。梅塢については、注本に「梅山也」とある。
しかし、伏見やその近辺に梅山もしくはそれに類する地名は見当たらない。注釈者は別に知見があっ
て注したものか不明。
高僧　注本に「元政坊也」とある。江戸初期に深草に庵を結んだ元政を指す。
御香　御香宮神社を指す。伏見の産土神で神功皇后を祀る。
敲　推敲の故事で有名な賈島の「僧敲月下門」を意識して、寺を訪問するのにこの字を選んだと思わ
れる。
黄檗　宇治にある黄檗宗本山の黄檗山萬福寺を指す。
平等　宇治にある平等院を指す。
138―　　―
亀井昭陽「東遊賦」　訳注　（一） （野田　雄史）
宇川　平安末期、源義仲と源頼朝の間で争われた宇治川の戦いを指す。佐々木高綱と梶原景季の「宇
治川の先陣争い」が有名である。
宇川激波怒號　「２－２－２」の破調である。宇治川の激流を目の当たりにして、「宇治川の先陣争い」
は、かくも激しい川で行なわれたのかとの感慨を込めたものと思われる。
［通釈］
大阪城の堀に沿って馬を進めると
豊臣氏の権勢が大きかったのに驚く
淀川を月夜に舟で上り
伏見に明け方に到着する
桃山に桃源郷の仙人を招き
梅山に羅浮梅花村の梅花の精を探す
元政和尚を深草で偲び
御香宮神社でお参りをする
黄檗山萬福寺と平等院を訪ね
宇治神社で清められてその先をかけていく
英雄達の血みどろの戦いを思う
宇治川の激しい波に響く怒号
noda@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp
